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令和５年度 公益財団法人農学会 事業報告書

Ⅰ．事業の概要   

１．研究業績の表彰による農学研究の振興事業（公益事業１）

研究業績の表彰による農学研究の振興事業を達成する方策の日本農学進歩賞は、農

学に従事している萌芽的な研究成果をあげた若手研究者（４０歳未満）を毎年１０名程

度顕彰する制度である。

令和５年度（第２２回）は２７機関から３２名の推薦があり、９月２７日（水）の

授賞者選考委員会において授賞候補者１１名を選考して理事会に推薦し、１０月６日

（金）の理事会において受賞者１１名（内女性研究者６名）を決定した（延べ２２８名

（うち女性研究者４９名））。女性 6名の授賞は過去最多であった。

 １１月２４日（金）第２２回日本農学進歩賞授賞式及び受賞者記念講演等を東京大学

農学部弥生講堂において開催した。

     授賞式、講演はオンライン配信のハイブリッドで開催した。

２．農学分野における技術者教育等の推進事業（公益事業２）

  １）JABEE技術者教育プログラム審査の実施

     技術者教育プログラムの継続審査 1校を行った。また、令和 6年度の 2校の継続審査

並びに 1校の中間審査の準備をした。

 また、ＪＡＢＥＥ事務局への審査員情報の提出、受審校との調整等を行った。

２）農学教育推進委員会並びに農学一般関連分野審査委員会の開催

農学教育推進委員会(2回)、分野別審査委員会(2回)を開催して、農学一般関連分野

における技術者教育事業を推進した。

また、必要に応じ、農学教育推進委員会、分野別審査委員会の委員長、副委員長でＷ

ＥＢ、メールで打合せを行い、各委員にはメールにて情報、報告事項を共有した。

     

  ３）その他

３月１０日(日)に、農学教育推進委員会主導で高校生向けのシンポジウム「-その先

のキャリアパス-農学を学ぶ 2024」を弥生講堂においてオンライン配信のハイブリッ

ドで開催した。当日は、東京海洋大ほか 4大学のブースを設置し、大学の概要等を配

布した。オンライン参加者 80名、会場参加者 34名(関係者含む)

プログラム：

司会進行          （公財）農学会農学教育推進委員会 木下 滋晴

開会挨拶       （公財）農学会農学教育推進委員会委員長 荒川 久幸



   2 

 

基調講演：地球医への道:プラネタリーヘルス(地球の健康)を守るための農学 

東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 五十嵐 圭日子 

日本電子(株) MS事業ユニット             窪田 梓(北里大学) 

東京都立瑞穂農芸高等学校            伊勢 博祥(東京農業大学) 

Force Life Science合同会社          佐々木 栄和(福井県立大学) 

総合討論司会    （公財）農学会農学教育推進委員会副委員長 良永 知義 

閉会挨拶                 （公財）農学会理事 渡部 終五 

 

３．学術講演会等の開催及び出版物刊行による農学研究成果普及事業（公益事業１） 

１）（公財）農学会が主催した学術講演会 

    ① 公開シンポジウム 『食の未来-タンパク質食品-』 

日時：令和５年４月２３日（日）１３時００分～１７時２５分  

場所：ハイブリッド開催 

参加者：登録者 343名、参加者数 219名、会場参加者数 57名 

共同主催：(公財)農学会・日本農学アカデミー・(公社)大日本農会 

後援：東京大学大学院農学生命科学研究科、ワールドウォッチジャパン 

総合司会                (公財)農学会常務理事   堤  伸浩 

開会挨拶               (公財)農学会会長   丹下  健 

趣旨説明               (公財)農学会理事   林  良博 

代替タンパク質の技術開発動向と未来 

インテグリカルチャー株式会社  佐藤佳寿子 

循環型タンパク質としての食用コオロギについて 

株式会社グリラス  渡邉 崇人 

大豆ミートと大豆利用の現状と課題(展望) 

不二製油グループ本社(株)未来創造研究所  佐本 将彦 

新規タンパク質食品の受容について 

宮城大学食産業学群  石川 伸一 

総合討論             司会:（公財）農学会理事    阿部 啓子 

閉会挨拶             日本農学アカデミー会長  生源寺眞一 

 

② 公開シンポジウム 『東日本大震災がもたらした食料問題－福島県の現状と課題』 

日時：令和５年１１月１１日（土）１３時００分～１７時００分  

場所：ハイブリッド開催 

参加者：登録者 199名、参加者数 114名、会場参加者数 34名 

共同主催：日本農学アカデミー・(公財)農学会・日本学術会議食料科学委員会・ 

農学委員会・東日本大震災に係る食糧問題分科会 

後援：東京大学大学院農学生命科学研究科、ワールドウォッチジャパン、 
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福島大学、復興農学会 

総合司会                日本農学アカデミー理事  渡部 終五 

開会挨拶                          日本農学アカデミー会長  生源寺眞一 

企画説明            東京大学大学院農学生命科学研究科教授   中嶋 康博 

原子力災害と風評被害－13年目の課題 

東京大学大学院情報学環・学際情報学府教授   関谷 直也 

相双地方における農林業の現状・課題と新しい産地形成に向けて 

福島県相双農林事務所所長  小久保仁子 

 

農作物における放射能汚染対策 12年の総括と科学的知見の蓄積 

福島大学食農学類教授  二瓶 直登 

食農連携に向けた福島の取り組みと大学の役割 

福島大学食農学類教授  小山 良太 

コメント 

農業生産法人(株)カトウファーム  加藤 絵美 

東日本大震災・原子力災害伝承館研究員  葛西 優香 

北海道大学大学院農学研究院准教授  小松 知未 

総合討論                  ファシリテーター  中嶋 康博 

閉会挨拶                 (公財)農学会会長  丹下  健 

 

③ 公開シンポジウム 『変わりゆく海の環境と海の恵み』 

日時：令和６年３月３０日（土）１３時００分～１７時２５分  

場所：ハイブリッド開催 

参加者：登録者 308名、参加者数 170名、会場参加者数 49名 

共同主催：(公財)農学会・日本農学アカデミー 

後援：東京大学大学院農学生命科学研究科、ワールドウォッチジャパン 

総合司会                    (公財)農学会理事  古谷  研 

開会挨拶                 (公財)農学会会長  丹下  健 

気候変動下における海の環境と生物生産 

水産研究・教育機構 水産資源研究所  小埜 恒夫 

地球温暖化で魚の大きさは変わるの？日本周辺の魚に注目して 

東京大学大気海洋研究所  伊藤 進一 

わが国のサケに及ぼす地球温暖化の影響 

北海道大学北極域研究センター  帰山 雅秀 

温暖化がおこした藻場の変化 

長崎大学海洋未来イノベーション機構 グレゴリー西原 

水産物生産流通販売における新課題： 
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ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞとｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙにどう取組めばよいのか 

東京大学大学院農学生命科学研究科  八木 信行 

総合討論              司会: 農ジャーナリスト  小谷あゆみ 

閉会挨拶            日本農学アカデミー副会長  大杉  立 

 

 

２）（公財）農学会が協賛・後援した学術講演会 

① 第６４回 東京大学農学部オンライン公開セミナー 

「光」 

日時：令和５年６月１７日（土）１３時３０分～１６時３０分 

場所：ハイブリッド開催 

主催：東京大学大学院農学生命科学研究科  共催：（公財）農学会 

② ２０２３年度日本農学会シンポジウム 

「激動する社会と農学」 

日時：令和５年１０月７日（土）１０時００分～１７時１５分 

場所：ハイブリッド開催 

主催：日本農学会             後援等：（公財）農学会他 

③ 第６５回 東京大学農学部オンライン公開セミナー 

「ＧＸってなんだろう？」 

日時：令和５年１０月２１日（土）１３時３０分～１６時３０分 

場所：ハイブリッド開催 

主催：東京大学大学院農学生命科学研究科  共催：（公財）農学会 

 

３） 日本農学進歩賞受賞者講演要旨集の刊行 

第２２回（令和５年度）日本農学進歩賞受賞者の講演要旨集を 150部刊行し、 

関係者・関係機関並びに共催機関、受賞講演会参加者等に配布した。 

 

４．学協会等への情報発信事業等の協力並びに支援（収益事業２） 

全国農学系学部長会議及び教育研究機関等の情報発信と情報交換等を促進するた

め、ホームページの作成・更新及び運営業務等を支援した。 

 

５．学協会等への事務等の協力並びに支援（法人事業） 

(一社)日本農学会と業務委託契約を締結して、シンポジウム開催・成果概要出版及

び顕彰事業等の事務補助による協力並びに支援を行った。 

     日本脳科学関連学会連合と業務委託契約を締結して、会員学会・評議員・各委員会    

    の委員等管理、会議開催支援ほかの事務補助による協力並びに支援を行った。 
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６．その他目的を達成するために必要な事業（収益事業１） 

公益目的事業を推進する方策として、東京大学大学院農学生命科学研究科弥生講堂

及び弥生講堂アネックスにおいて開催される学術講演会等で使用する機器類（液晶プ

ロジェクター、スクリーン、ポスター展示パネル等）の貸し出し業務を行った。 

 

 

Ⅱ．庶務の概要 

１．会議等に関する事項 

    令和５年度は理事会を４回、評議員会を 1 回開催し、主に次の事項について審議した。 

・令和４年度事業報告並びに決算報告及び令和４年度監査報告について 

・令和５年度事業計画並びに収支予算について 

・常務理事の選定について 

・学術講演会（公開シンポジウム）の開催について 

・日本農学進歩賞授賞者の決定について 

 

 

○理事会 

開催年月日 審 議 事 項 会議の結果 

（第４７回） 

令和５年６月１日 

ｗｅｂ会議 

１．令和４年度事業報告について 

２．令和４年度決算報告について 

３．令和４年度監査報告について 

４．第 13回評議員会(令和５年度定時)について 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

（第４８回） 

令和５年６月２２日 

対面会議 

１. 常務理事の選定について 

２. 日本農学進歩賞授賞者選考委員会委員の選任

について 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

（第４９回） 

令和５年１０月６日 

ｗｅｂ会議 

１. 令和５年度第２２回日本農学進歩賞授賞者の

決定について 

全会一致で承認 

（第５０回） 

令和６年３月５日 

ｗｅｂ会議 

１．令和６年度事業計画(案)について 

２．令和６年度収支予算(案)について 

３. 事務職員の定年特例について 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 
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○評議員会 

開催年月日 審 議 事 項 会議の結果 

（第１３回） 

令和５年６月２２日 

対面会議 

１．議長の選出及び議事録署名人の選出について 

２．令和４年度事業報告(案)について  

３．令和４年度決算報告(案)について 

４．令和４年度監査報告について  

５. 理事の選任について 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

 

○日本農学進歩賞選考委員会 

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果 

令和５年９月２７日 

対面会議 
第２２回日本農学進歩賞授賞者の選考について 

11 名の授賞候

補者を選考し

た 

 

○委員会（JABEE関係） 

開催年月日 委 員 会 名 審 議 事 項 

令和 5年 4月 27 日 

ｗｅｂ会議 

 

令和 5年度 

第 1回農学教育推進委員会  

委員の交代、 

各種委員会報告、シンポジウム

について、委員会会費ほか 

令和 5年 4月 27 日 

ｗｅｂ会議 

 

令和 5年度 

第 1回農学一般分野審査委員会 

 

審査チーム審査報告書-審査結

果の審議・調整について、今後

の審査予定について 

令和 5年 12月 27 日 

ｗｅｂ会議 

令和 5年度 

第 2回農学教育推進委員会 

各種委員会報告、シンポジウム

について、JABEE フェロー候補

者推薦についてほか 

令和 5年 12月 27 日 

ｗｅｂ会議 

令和 5年度 

第 2回農学一般分野審査委員会 

審査チーム審査報告書-審査結

果の審議・調整について、今後

の審査予定について 

 

２．寄付金について 

    令和５年度 寄付（個人）： ０名 

          寄付（団体）： ２団体（日本農学進歩賞） 

３．賛助会員について 

令和５年度 賛助会員（個人）： ２名 

      賛助会員（団体）： ０社 


